
幡多地域アクションプランの進捗状況等について（第１四半期）
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幡 多 地 域 本 部

1 地域アクションプランの実施状況（総括）

(1)総評

アクションプラン 42案件は、昨年度まで、積極的に補助金の導入やアドバイザー制度を活用し

てきたなかで、特に、農林水産物の加工分野では、新商品の開発や販路の拡大等、事業者の地産外

商に向けた意識が一層高まっており、本年度（１－四半期）も産業振興推進総合支援事業費補助金

の採択を受けて、事業規模の拡大や拠点施設の整備に着手する案件があるなど、概ね順調に進捗し

ている。

農業分野では、三原村のユズの産地化の取組が５年目を迎え、栽培面積の拡大が進むとともに、

新たに新規就農者のための研修施設を整備し、農業後継者の育成やＵ・Ｉターンの受入にも取り組

むこととしている。また、宿毛市では、洋ラン製品の集積化による販売促進に取り組んでいる。

林業分野では、森の工場が幡多管内で 29地区認定され、作業員の継続的な就労と事業体の経営

安定並びに作業道整備による生産性の向上が図られている。

水産業分野では、昨年度整備した大月町の養殖種苗施設において、シマアジの出荷が始まってお

り、加工分野においても、宿毛市の民間事業者による加工施設の拡張整備が予定されるなど、製造

の拡大及び販売促進に取り組んでいる。

商工業分野では、幡多地域の東の玄関口となる黒潮町佐賀地域に、新たな拠点施設となる道の駅

整備が着工され、地域産品の販売や交流人口の拡大に取り組むこととしている。

観光分野では、７月１日に開幕した「楽しまんと！はた博」は、プレイベント（6/29～30）、黒

潮町での「砂と光のアート展」、土佐清水市での「花火大会」の開催など、各地域で特色あるイベ

ントや体験プログラムが展開されている。

(2)具体的な動き

①地域の重点的な動き

重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

安定した農業経営体づくりと地域に根ざした

有望品目づくり

■No.1 水稲と露地野菜を基幹とした水田農業

の担い手育成（幡多地域全域）

《事業主体》

・ＪＡ高知はた

[目標(H27)]

・販売額 1,500 万円以上の農業経営体 10 経営体

[H25 到達点]

・3 経営体

[取組状況]

・大規模志向農家ﾈｯﾄﾜｰｸ(8 名)の構築、有望品目の検討

・ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ大規模経営に向けた研修会の開催（6/14：14 名）

・大規模農家経営に関する研修会の開催（9/6 予定）

【資料２】
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重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

[課題と今後の対応]

・ネットワークを活かした大規模農家の育成

⇒品目別経営モデル、農家作業管理システムの周知

・農地集積と雇用確保が課題(仕組みづくり)

■No.2 洋ランのブランド確立・流通促進事業

（宿毛市）

《事業主体》

・蘭遊 六志会

・石田蘭園

[目標(H27)]

・売上高 128,300 千円

[H25 到達点]

・売上高 108,600 千円

[取組状況]

・H25.5.27～6.1 に蘭遊六志会が中国で販路開拓

・産振補助金の採択通知（H25.8.20）

⇒集出荷施設（1式）と販売促進事業（1式）

[課題と今後の対応]

・販路の開拓

⇒蘭遊六志会 6名で、IFEX（10/9～11）に出展

⇒同じく＠豊明花き（愛知県）に出展

⇒ＨＰ及びネットショップの立ち上げ

⇒11 月 14 日に「めざましテレビ」スタジオを蘭遊六志

会の花が演出

■No.4 三原村農業公社を核とした農業支援シ

ステムの構築（三原村）

《事業主体》

・（財）三原村農業公社

・三原村

・ＪＡ高知はた

[目標(H27)]

・ユズ栽培面積 50ha、果実生産量 400t

[H25 到達点]

・ユズ栽培面積 37ha、果実生産量 120t

[取組状況]

・ふるさと雇用事業で 5名、緊急雇用事業で 10 名（JA8 名

＋公社 2名）を雇用

・栽培面積が 31ha に拡大(内、公社 15.6ha)、果実生産量 91t

・ユズの青果出荷率は向上（H23:4.2％→H24:10.2％）

・月 1回のユズ栽培技術講習会を継続中(青果出荷率向上)

・第 2期ユズ産地化計画の策定(H24:31ha→H27:50ha)

・研修施設の整備

[課題と今後の対応]

・更なるユズ産地拡大と後継者育成

⇒青果率の更なる向上(現状：10%→目標：40%)

⇒研修施設整備で後継者育成

・獣害(シカ、ウサギ等)の被害対策（防護柵等）の必要性

・販路開拓



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

■No.7 有望品目への転換を含めた、大方南部

地域の産地再生（黒潮町）

《事業主体》

・黒潮町

・ＪＡ高知はた

[目標(H27)]

・花き栽培面積 15ha

・野菜栽培面積 6ha

[H25 到達点]

・花き栽培面積 18ha

・野菜栽培面積 3ha

[取組状況]

・まとまりのある園芸産地活性化事業による、点滴灌水実証

圃 2戸（カスミソウ・ニラ）の継続実施

・用水対策現地調査（5月～6月 各 1回）

[課題と今後の対応]

南部地域は慢性的な水不足であり、水源地(用水量)の調査

及び確保

⇒地権者協議と揚水方法（経費）の検討

点滴灌水実証圃の検証、点滴栽培に向けたマニュアル

の作成

■No.21 直七の生産、加工、販売の促進（宿毛

市）

《事業主体》

・直七生産組合

・直七の里(株)

[目標(H27)]

・直七果実生産量 100t

[H25 到達点]

・直七果実生産量 70t

[取組状況]

・ふるさと雇用事業で 1名を雇用

・取引企業者数約 100 社（商談中含む）

・新商品（直七カクテル：田野町濱川商店）の試飲会

7/5：てんこす、宿毛市椰子、7/5～7：まるごと高知

・直七の日（10/7）にイベント予定

・Ｈ24 の搾汁は 25.3t（H23 の 154％）に増加

・直七マダイ（すくも湾漁業協同組合と連携）

[課題と今後の対応]

・搾汁施設の稼働率向上

⇒直七以外の搾汁を実施

■No.27 栗からはじまる西土佐地産外商プロ

ジェクト（四万十市）

《事業主体》

・（株）しまんと美野里

・四万十川を良くする会

・四万十市

・西土佐商工会

[目標(H27)]

・栗加工品製造量 8t

・原材料（生栗）の仕入量 12t

[H25 到達点]

・栗加工品製造量 6t

・原材料（生栗）の仕入量 10t

[取組状況]

・新商品新サービス開発支援事業（全国商工会連合会）を導



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

入し、アドバイザーの招聘、新商品の開発

・県内企業への営業活動

[課題と今後の対応]

原材料の確保

⇒集荷の継続実施

出荷まで至っていない栗の発掘（新規開拓、栽培管理、

収穫支援等）

ＪＡ等関係機関との協議

森林資源の活用促進

■No.8 森の工場・間伐の推進（幡多地域全域）

《事業主体》

・森の工場の認定を受けた事業体

[目標(H27)]

・森の工場の木材生産量 20,000 ㎥

[H25 到達点]

・森の工場の木材生産量 20,000 ㎥

[取組状況]

・森の工場を新たに 3工場設立（計 29 工場）

[課題と今後の対応]

木材価格の低下(特に檜材)

⇒作業効率の向上(作業道路整備、高性能機械の導入)

■No.10「四万十の家」と地域産ヒノキの販売

の推進（四万十市）

《事業主体》

・四万十市

[目標(H27)]

・「四万十の家」着工戸数 30 戸

[H25 到達点]

・「四万十の家」着工戸数 25 戸

[取組状況]

・四万十市産材利用促進事業の継続実施（受付件数 16 件）

[課題と今後の対応]

四万十ヒノキのＰＲ強化

⇒四万十ヒノキブランド化協議会での検討及び各種イ

ベントへの参加

■No.11 町内の持続可能な山林資源を活用し

た製炭事業（大月町）

《事業主体》

・大月町備長炭生産組合

[目標(H27)]

・備長炭販売量 240t、生産窯 20 基、生産者 20 人

[H25 到達点]

・備長炭販売量 107t、生産窯 9基、生産者 9人

[取組状況]

・産振補助金により、新たに製炭窯（4基)が H25.2 月に完

成（計 7基）

・ふるさと雇用事業で 1名、緊急雇用事業で 1名を雇用

・下級品の販路拡大（枕メーカーに納入）

・製炭窯のメンテナンスを実施



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

[課題と今後の対応]

・製炭窯の稼働率向上と原木確保

⇒夏場の稼働率向上（6月下旬から全窯（7基）稼働中）

⇒原木山と伐採人役を確保（生産量の向上）

・体制の整備・強化

⇒大月町備長炭生産組合を法人化

安定した漁業生産を目指す取組

■No.15 宿毛近海の水産資源を活用した地域

ブランド確立・推進事業（宿毛市）

《事業主体》

・（株）沖の島水産

[目標(H27)]

・売上高 11,700 千円

[H25 到達点]

・売上高 50,000 千円

[取組状況]

・「目指せ弥太郎商人塾：臼井クラス」で H25 受講中

・産振補助金の採択通知（H25.7.1）

⇒水産加工施設整備（1式）

⇒販路開拓、販売促進事業（1式）

[課題と今後の対応]

・催事売り上げの継続

⇒京阪神百貨店等での催事売上げを継続（170 万円/回）

■No.20 大月町種苗生産施設活用による県内

産養殖種苗のシェア拡大（大月町）

《事業主体》

・大月町

・（株）山崎技研

[目標(H27)]

・マダイ 100 万尾、シマアジ 50 万尾

[H25 到達点]

・マダイ 40 万尾、シマアジ 30 万尾

[取組状況]

・雇用の創出 6名（H25.6 月時点）

・産振補助金により、マダイ、シマアジ等の海上育苗施設を

整備

・シマアジ特大サイズ 13.1 万匹出荷（H25.8 月末）

・H24 にイサキ 30 万匹、H25 には 40 万匹をすくも湾へ放流、

H24 にノコギリガザミ 27 千匹、H25 には 97 千匹を浦戸湾

等へ放流。

・H25.8 末カンパチ幼魚 1,300 匹(約 380g)を古満目で継続飼

育中

[課題と今後の対応]

・カンパチの種苗技術確立

⇒県の水産試験場と連携して技術確立を目指す



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

■No.34 カツオ文化のまちづくり事業（黒潮

町）

《事業主体》

・黒潮町商工会

・黒潮町

・高知県漁協

[目標(H27)]

・交流人口 16,000 人

[H25 到達点]

・交流人口 18,000 人

[取組状況]

・黒潮一番館の休館日（火曜日）の活用策として、漁協女性

部による「びりびり市」の開催

・「まるごと高知」で、カツオのタタキ（真空パック）、タタ

キのたれをテストマーケティング（9/14～15 予定）

[課題と今後の対応]

カツオ文化のまち佐賀の周知

⇒メディアを活用したＰＲや町内外イベントでのＰＲ

活動

新たに整備する道の駅との連携

⇒道の駅ワーキング委員会において具体策の協議

地域産物を活用した 6次産業の振興

■No.12 地域活性化のための魚加工・販売体制

の強化・推進（宿毛市）

《事業主体》

・すくも湾漁業協同組合

[目標(H27)]

・冷凍フィレ 30t、冷凍キビナゴ 15t

[H25 到達点]

・冷凍フィレ 19.0t、冷凍キビナゴ 10t

[取組状況]

・ふるさと雇用事業で 4名を雇用（加工 3名、輸送 1名）

・H25.2 月末現在の取引先 36 社（高知県内外の病院、学校

給食用に営業を実施）

・居酒屋チェーン店にキビナゴ凍結を納入

[課題と今後の対応]

収益性の向上

⇒主力商品であるキビナゴバラ凍結の安定的な生産と

作業効率の向上

■No.13 宿毛湾を中心とする地域水産物の流

通・加工体制の推進（宿毛市）

《事業主体》

・（株）ピアーサーティー

[目標(H27)]

・売上高 2.7 億円

[H25 到達点]

・売上高 2.0 億円

[取組状況]

・鮮魚加工商品（冷凍フィレ等）を「五穀」系列チェーン店

に出荷

・春の鯛フェアで宿毛市をＰＲ（系列店舗：3/7～5/15）

・タイ、イサキ等の粕漬けのセットをネット販売



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

・売上は前年度を上回って推移。（H24：1.9 億円）

[課題と今後の対応]

・従業員の確保（H25.6 月：20 名）

⇒ハローワークで募集中（4～5名の雇用を募集中）

■No.14 民間企業との連携による水産物の販

路拡大（宿毛市・大月町）

《事業主体》

・すくも湾漁業協同組合

[目標(H27)]

・原魚供給高 1.19 億円

[H25 到達点]

・原魚供給高 1.03 億円

[取組状況]

・雇用の創出（H25.6：11 名）と雇用募集中（3名）

・鮮魚を使用した加工（惣菜）商品の製造出荷が順調

・提携先店舗に加えて、新たなチェーン店（とり鉄等）にも

取引開始

・H24.4～H25.3 月の「仕入れ金額」と「販売金額」は前年

同期の 4.1 倍と 2.2 倍に増加

・工場はフル稼働の状況

[課題と今後の対応]

・原魚の安定確保

⇒安価な時期に購入して冷凍保存（すくも湾漁協の新冷

凍施設を活用）

■No.21 直七の生産、加工、販売の促進（宿毛

市）（再掲）

《事業主体》

・直七生産組合

・直七の里(株)

[目標(H27)]

・直七果実生産量 100t

[H25 到達点]

・直七果実生産量 70t

[取組状況]

・ふるさと雇用事業で 1名を雇用

・取引企業者数約 100 社（商談中含む）

・新商品（直七カクテル：田野町濱川商店）の試飲会

7/5：てんこす、宿毛市椰子、7/5～7：まるごと高知

・直七の日（10/7）にイベント予定

・Ｈ24 の搾汁は 25.3t（H23 の 154％）に増加

・直七マダイ（すくも湾漁業協同組合と連携）

[課題と今後の対応]

・搾汁施設の稼働率向上

⇒直七以外の搾汁を実施



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

■No.22 地域の素材を活用した「おいしいも

の」づくり（宿毛市）

《事業主体》

・（有）与力

・幡多美味工房

[目標(H27)]

・新商品の開発 8アイテム

[H25 到達点]

・新商品の開発 10 アイテム

[取組状況]

・雇用の創出（1名雇用で計 2名）

・地域の食材を使用した新商品の開発

・オリジナルの商品（野菜ジャム：なす、かぼちゃ、トマト）

を開発し、自社販売ルートで 12 月から販売

[課題と今後の対応]

・販売促進

⇒県内量販店での催事参加

■No.24 地域資源を統括したプログラム構築

によるしみずの元気再生事業（土佐清水市）

《事業主体》

・（株）土佐清水元気プロジェクト

・土佐清水市

[目標(H27)]

・雇用者（臨時・パートを含む）70 人

・地元農産物等の活用 100t

・売上額 2.5 億円

[H25 到達点]

・雇用者（臨時・パートを含む）56 人

・地元農産物等の活用 120t

・売上額 1.8 億円

[取組状況]

・県外等の催事での販促ＰＲ活動（東京 3回、大阪 2回、県

内 14 回）

・産業振興センターの経営革新計画支援事業の活用によるＯ

ＥＭ生産の継続→5社、6アイテムが完成

・日本経済新聞 NIKKEI プラス１（6/22 付）「何でもランキ

ング」（取り寄せ魚介丼）で「土佐の清水さば漁師漬け」が

全国 1位を獲得（８月末現在 約 3,000 セットを受注）

・新商品の開発・販売（ドレッシングシリーズ 5品）

[課題と今後の対応]

売れ筋商品の販路拡大

⇒競合する商品が多い中での販路拡大を行っていくた

めの戦略づくり



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

■No.25 地元農産物を使った商品開発事業（四

万十市）

《事業主体》

・四万十市

[目標(H27)]

・新商品の開発 15 アイテム

[H25 到達点]

・新商品の開発 13 アイテム

[取組状況]

・各種イベントでの販促活動（5回）

・新商品（ユズの塩ダレ）の販売

・新規プロジェクト（四万十ギョーザ）の推進

・ぶしゅかんドリンク、ポン酢のテレビＣＭ放送（7月～9

月）

[課題と今後の対応]

販路の拡大

⇒新商品の開発、各種イベント等でのＰＲ

■No.27 栗からはじまる西土佐地産外商プロ

ジェクト（四万十市）（再掲）

《事業主体》

・（株）しまんと美野里

・四万十川を良くする会

・四万十市

・西土佐商工会

[目標(H27)]

・栗加工品製造量 8t

・原材料（生栗）の仕入量 12t

[H25 到達点]

・栗加工品製造量 6t

・原材料（生栗）の仕入量 10t

[取組状況]

・新商品新サービス開発支援事業（全国商工会連合会）を導

入し、アドバイザーの招聘、新商品の開発

・県内企業への営業活動

[課題と今後の対応]

原材料の確保

⇒集荷の継続実施

出荷まで至っていない栗の発掘（新規開拓、栽培管理、

収穫支援等）

ＪＡ等関係機関との協議

■No.33 黒潮印の商品開発（黒潮町）

《事業主体》

・黒潮町

・黒潮町特産品開発推進協議会

[目標(H27)]

・特産協売上 3,000 万円

・サトウキビ栽培面積 350a

・体験者数 500 人

[H25 到達点]

・特産協売上 1,600 万円

・サトウキビ栽培面積 360a

・体験者数 50 人



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

[取組状況]

・町単産業推進補助事業交付決定：3件

・サトウキビ栽培面積 354ａ（昨年並み）

・らっきょうの黒糖漬けがモンドセレクション銀賞受賞

・新産業創造事業開発メンバーによる缶詰、スイーツ等の試

作品を約 30 種類製造

・ラボ（商品の開発研究から製造までの機能を有する施設）

の施設整備の検討

[課題と今後の対応]

特産品開発推進協議会の売上増

⇒新商品の開発によるアイテムの充実

学校給食への供給（漬物、らっきょう等）を検討

■No.36 水産物加工施設整備事業（黒潮町）

《事業主体》

・（有）土佐佐賀産直出荷組合

[目標(H27)]

・新規雇用 5名

[H25 到達点]

・新規雇用 3名

[取組状況]

・県外百貨店等の催事出展（6回）

・裕毛屋（台湾）の黒潮町フェア、高知県フェアに出展

・新商品の開発

・かたくちいわしの魚醤の仕込み（4月）

・産業振興アドバイザーの申請（ビジネスプランの作成支援）

[課題と今後の対応]

・加工施設の規模拡大

⇒加工施設の新設について、産振補助金の活用を検討

地域再生への総合的な取組

■No.23 土佐清水市地域再生計画（大岐地区等

の開発計画）（土佐清水市）

《事業主体》

・土佐食（株）

・土佐清水市

[目標(H27)]

・雇用者（臨時・パートを含む）200 人

・地元水産物の活用 2,800t

・売上額 15 億円

[H25 到達点]

・雇用者（臨時・パートを含む）200 人

・地元水産物の活用 3,300t

・売上額 17 億円

[取組状況]

・県外展示会等への参加（東京 2回、大阪 2回）

・原魚取扱量 1,500ｔ（5月末）

・新商品（食品）の開発、販売（1アイテム）



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

[課題と今後の対応]

食品の更なる販路拡大

⇒新商品の開発及び販促活動

原魚の確保

⇒漁協、加工組合、加工業者、行政が一体となった対策

の検討

■No.29 西土佐拠点ビジネス推進事業（売り出

せ西土佐プロジェクト）（四万十市）

《事業主体》

・四万十市

・西土佐商工会

・地域事業者等

[目標(H27)]

・商品数 14 商品

・雇用者数 正規 2人＋α

[H25 到達点]

・商品数 15 商品

・雇用者数 正規 2人

[取組状況]

・ふるさと雇用事業で 2名の雇用継続（既存直販市）

・道の駅基本計画・基本設計書策定

・道の駅整備検討会の開催

・地域内各事業者による商品開発

・道の駅詳細設計の発注（9月中旬予定）

[課題と今後の対応]

運営体制の構築

⇒道の駅整備検討会、幹事会で検討

■No.30 拠点ビジネスの推進（大月町まるごと

販売事業）（大月町）

《事業主体》

・(一財)大月町ふるさと振興公社

[目標(H27)]

・売上額 2.5 億円

[H25 到達点]

・売上額 2.0 億円

[取組状況]

・雇用の創出（移住関連 1名、情報発信 1名の計 2名）

・H25.4.1 から一般財団法人の認可

・販売額の向上（H23：1.77 億円→H24：1.81 億円）

・入客数は、123,311 人（前年同期の 100.5％）と微増

[課題と今後の対応]

外商の拡大

⇒町内の他事業者と「大月まるごと販売ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」を立

ち上げ連携して販売促進



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

■No.35 佐賀地区の地域資源を活用した拠点

ビジネスの推進（黒潮町）

《事業主体》

・黒潮町

[目標(H27)]

・雇用者数 正規 1名、パート 7名

[H25 到達点]

・雇用者数 パート 10 名

[取組状況]

・道の駅整備事業の産振補助金交付決定（5/10）

・道の駅整備工事発注（～1/31）

・道の駅の名称決定（「なぶら土佐佐賀」）

・道の駅ワーキング委員会を開催（4月～8月）し、直販部

門の仕組みの確立や黒潮一番館との連携等について協議

・商工会事業によるアドバイザーの招聘（第 1回:6/24 年

3 回を予定）

[課題と今後の対応]

道の駅の運営体制の構築、黒潮一番館との連携

⇒ワーキング委員会において検討（アドバイザーの活

用）

滞在型・体験型観光の推進

■No.37 幡多広域における滞在型・体験型観光

の推進（幡多地域全域）

《事業主体》

・（社）幡多広域観光協議会

[目標(H27)]

・教育旅行受入数 4,000 人

・一般旅行受入数 30,000 人

[H25 到達点]

・教育旅行受入数 1,000 人

・一般旅行受入数 5,000 人

[取組状況]

・教育旅行の受入（7校 529 人）の受入

・藤沢アドバイザーによる民泊・インストラクター研修の開

催（民泊：4/25～26 34 名、インストラクター：6/15～16

22 名）

・地域博覧会の名称が「楽しまんと！はた博」に決定（4/8

実行委）

・実行委員会 2回、企画委員会 4回開催

・誘客キャラバン 2回実施（中四国、高知市）

・モニターツアー実施 16 名（6/20～22、東京、関西、中

国エリアのエージェント 11 名、県外事務所 5名）

・マスコミ各社訪問（関西、中四国）

・「楽しまんと！はた博」プレイベントの開催（6/29～30）

・「砂と光のアート展」（7/7 黒潮町）開催：4,500 人

・「清水のおきゃく・花火大会」（8/2～3 土佐清水市）開催：

46,600 人



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

・「かげろう映画祭り」（8/24～25 四万十市）開催

[課題と今後の対応]

・「はた博」誘客活動（特に個人客）

・受入観光客の増

⇒「はた博」で造成したイベントメニュー、体験メニュ

ー（39 プログラム）のブラッシュアップ

さらなる市町村の連携体制の強化

教育旅行の販促活動の強化

■No.38 竜串観光再発見事業（土佐清水市）

《事業主体》

・土佐清水市

・土佐清水市観光協会

・ＮＰＯ竜串観光振興会

・竜串地区

・竜串自然再生協議会

[目標(H27)]

・入込客数 12.5 万人

[H25 到達点]

・入込客数 11 万人

[取組状況]

・NPO 竜串観光振興会による海のギャラリーの管理運営（継

続した取組）

・ふるさと雇用事業で 1名の雇用継続

・トイレ（3ヶ所）の改修（8/3 完成）（県補助金活用）

[課題と今後の対応]

地域資源を活かした具体的な戦略展開

⇒地区全体の将来ビジョン創造、受入体制の充実

■No.39 土佐清水まるごと戦略観光展開事業

（土佐清水市）

《事業主体》

・（社）土佐清水市観光協会

・地域活動団体

・土佐清水市

[目標(H27)]

・宿泊者数・入込客数 82 万人

[H25 到達点]

・宿泊者数・入込客数 80 万人

[取組状況]

・ふるさと雇用事業で 2名の雇用継続

・「ジョン万海の元気まつり」の開催（ＧＷイベント：5/3

～4 3,500 人、海の日イベント：7/21 600 人）

・香港国際旅遊展に「四国の秘境」として出展し、現地旅行

業者や一般来場者にＰＲ（6/13～6/16）

・ジョン万次郎資料館の名誉館長に「ビビる大木」さんが就

任（4/1）

[課題と今後の対応]

地域の特性、資源を活かした体験型プログラムの造成

⇒「はた博」で造成した体験メニュー等のブラッシュア

ップ



重点的な取組 取組状況(結果、成果を含む)・課題と今後の対応

■No.40 四万十市の地域資源を活かした通

年・滞在型観光の推進（四万十市）

《事業主体》

・四万十市観光振興連絡会議

・奥四万十楽しまんとプロジェクトチーム

・四万十市

[目標(H27)]

・観光商品（体験メニュー）開発数 100 体験

[H25 到達点]

・観光商品（体験メニュー）開発数 83 体験

[取組状況]

・四万十花絵巻の開催（菜の花、つつじ、桜、花菖蒲、紫陽

花、紅葉（予定））

・ドラマ効果の活用策として「四万十川恋のぼり」、「四万十

絵馬」を実施（4/1～）

・サイクルイベントの開催（4/14 グルメフォンド幡多 40

人、5/12 奥四万十チャリーナと走る自転車散策 12 人、6/8

奥四万十チャリーナ・イヌガイライダ～ズ交流ライド 14

人）

・サイクルトレインの運行開始

中村～窪川：9月～12 月 7回

江川崎～窪川（にゃんよ号延伸）：9月～10 月 2回

・四万十ドラゴンライド（11/3～4）募集開始

[課題と今後の対応]

通年・滞在型観光に向けた観光商品の開発・ブラッシュア

ップ

⇒テレビドラマのロケ地を活かした観光客の誘致

愛媛県と連携したサイクルイベント等県境連携の強

化

■No.42 黒潮町の地域資源を活かした体験型

観光の推進（黒潮町）

《事業主体》

・ＮＰＯ砂浜美術館

・黒潮町

[目標(H27)]

・入込客数 60 万人

[H25 到達点]

・入込客数 69 万人

[取組状況]

・Ｔシャツアート展開催（5/3～5/8 16,614 人）

・砂浜美術館モニターツアー 雑誌編集者向け（6/19～20 5

人）

・民泊受入衛生講習会（5/21 10 人）

・スポーツ合宿、大会の招致（2,063 人 町内延宿泊数 2,849

泊）

・星降る砂浜美術館 砂と光のアート展開催（7/7 砂像づ

くり参加者：260 人、来場者：4,500 人）

[課題と今後の対応]

宿泊観光客の増

⇒スポーツ大会、合宿の誘致活動の強化



②上記以外で特記すべき取組 特になし

2 平成 25 年度産業振興推進総合支援事業費補助金の導入状況（交付決定又は採択事業）

単位：千円

3 地域アクションプランの追加、修正、削除（予定）項目

［追加］なし

［修正］なし

［削除］なし

4 県民参画に向けた取組

・幡多地域のパネル展示（4/19～5/2：県庁 1階）

・北郷集落活動センターへの支援（4/20 開所式：旧北郷小学校）

・中村商工会議所青年部総会で産業振興計画、地域ＡＰ概要説明（4/23）

・幡多信用金庫との包括協定連絡会（4/24）

・橋上地区集落活動センター説明会（4/24：神有多目的集会所）

・三原村集落活動センター推進協議会設立（5/14：構造改善センター）

・高知県技術・市場交流プラザで産業振興計画の概要説明（幡多地区：5/22）

・西土佐商工会総会で産業振興計画、地域ＡＰの概要説明（5/24）

・高知県産業振興計画シンポジウム（5/24：いの町すこやかセンター）

・大宮集落活動センターへの支援（5/26 開所式：株式会社大宮産業・旧大宮小学校）

・四万十市との産業振興計画勉強会（5/31：四万十市役所）

・高知県産業振興計画シンポジウム（6/7：津野町酒蔵ホール「葉山の蔵」）

・楽しまんと！はた博プレイベント「四万十市お祭り広場」（6/29～30）

取組 事業概要 総事業費(補助金額)

■No.15 宿毛近海の水産資源を活用した地域

ブランド確立・推進事業（宿毛市）

・宿毛湾近海で獲れるブリ・カツオ・

キビナゴを活用し、消費者ニーズに

基づく商品開発と販売促進

（水産加工施設 1式の整備等）

60,262（30,131）

■N0.35 佐賀地区の地域資源を活用した拠点

ビジネスの推進（黒潮町）

・道の駅（「なぶら土佐佐賀」）の施

設整備
168,531（50,000）

■N0.17 宗田節の販路拡大に向けた取組

（土佐清水市）

・宗田節商品の製造における作業能

率と生産能力の向上を図るため、「充

填機」、「賞味期限等の印字機」、「金

属検出器」を導入

11,592（7,728）

■N0.2 洋ランのブランド確立・流通促進事業

（宿毛市）

・宿毛市並びに県内の洋ラン農家が

新たな組織を立ち上げ、各生産者が

生産した洋ラン商品を一元的に集

荷・パッケージ化し、既存流通市場

の他に直接小売店や消費者にも販売

23,554（10,915）



・星降る砂浜美術館 砂と光のアート展開催（7/7）

・清水のおきゃく＆花火大会開催（8/2～3）

5 相談案件：7件

NO. 相談日 事業種別 相談内容

1 5/17 医療 幡多地域の病院施設に食材を供給するシステムに関する相談。

2 5/23 起業事案 外国人用パンフ作成事業の起業化相談。

3 5/24 加工技術 食材加工技術（燻製）に関する相談。

4 6/4 農業堆肥 雇用創出目的の農業用堆肥製造に関する相談。

5 6/5 水産 直七真鯛ＰＲ促進が可能な事業の相談。

6 6/17 NHK ﾄﾞﾗﾏ NHK 高知放送局ｽﾍﾟｼｬﾙﾄﾞﾗﾏ「はちきん母ちゃん」に関する相談。

7 7/25 水産加工 宗田節加工商品の販売促進に関する相談


